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１                              問題のページへ 

(1) 円 122 =+ yx 上の点 ),(P ba における接線 lは,  

1=+ byax ………① 

ただし, 122 =+ ba ……②である。 

さて, )0,4(R と lの距離が 2から, ①より,  
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, 22214 baa +=-  

②より, 214 =-a となり, 214 ±=-a , 
4
1,

4
3 -=a  

すると, 10 ＜＜b から, 
4
3=a のとき

4
7=b , 

4
1-=a のとき

4
15=b  

よって, 点 Pの座標は, ( )
4
7,

4
3 または ( )

4
15,

4
1- である。 

(2) ),(P ba のとき, ①より ( )0,1Q
a

となり, ②から,  
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(i)  
4
3=a のとき △PQR
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2
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(ii) 
4
1-=a のとき △PQR 151162PQ

2
1 =-=×=  

 

［解 説］ 

円と直線に関する基本題です。計算に複雑なところもありません。 
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２                              問題のページへ 

(1) 球面 2222 )( razyx =-++ が, 2点 ),5,5( a , )1,0,1( - を通ることより,  
255 r=+ ………①, 22)1(1 ra =--+ ………② 

①より, 10=r となり, ②に代入すると, 9)1( 2 =-- a  

a＞0より, 2=a  

(2) (1)より, )2,0,0(A , )2,5,5(B , )1,sin,cos(P -tt に対し,  

)0,5,5(AB = , )3,sin,cos(AP -= tt , tt sin5cos5APAB +=×  

(3) △ABPの面積 Sは, (2)より,  
222 )APAB(APAB

2
1 ×-=S  

 222 )sincos(5)9sincos)(55(
2
1 tttt +-+++=  

 )cossin21(5100
2
1 tt+-= t2sin595

2
1 -=  

p20 ≦≦t から, 12sin =t ( )pp
4
5,

4
=t のとき, S は最小値 10

2
3

2
90 = をとる。 

 

［解 説］ 

単に空間ベクトルの計算問題です。球面の方程式は形式的なものにすぎません。 
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３                              問題のページへ 
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これより, 帰納的に, ÷
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(2) (i) nが偶数のとき 
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よって, n
n rx -= , n

n ry 2=  

(ii) nが奇数のとき 
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よって, n
n rx 2-= , n

n ry =  

なお, ),2(P1 rr- より, この式は 1=n のときも成立する。 

(3) まず, 585)2()12(PP 222
101 +-=-++-== rrrrd  

さて, nが偶数のとき, )2,(P nn
n rr- , ),2(P 11

1
--

- - nn
n rr より,  

nd 2121
1 )2()2(PP --
- -++-== nnnn

nn rrrr  

 585)12()2( 21221 +-=-++-= -- rrrrrr nn  

また, nが奇数のとき, ),2(P nn
n rr- , )2,(P 11

1
--

- - nn
n rr より,  

nd 2121
1 )2()2(PP --
- -++-== nnnn

nn rrrr  

 585)2()12( 21221 +-=-++-= -- rrrrrr nn  

よって, nの偶奇にかかわらず, 585 21 +-= - rrrd n
n  

ここで, 初項 1d , 公比 rの無限等比級数å
¥

=1n
nd が収束し, 和が 3となる条件は,  

10 ＜＜r ………①, 3
1
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r
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②より, )1(3585 2 rrr -=+- , 22 )1(9585 rrr -=+- となり,  

0252 2 =+- rr , 0)12)(2( =-- rr  

①から, 
2
1=r である。 

 

［解 説］ 
A の表す 1 次変換は, 直線 xy -= に関して折り返し, r 倍の相似拡大を行う相似変

換です。このことを, もう少し前面に出す解答例も可能です。 
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４                              問題のページへ 

(1) 2)log(log2)( xxax -=f に対し, )( xy f= のグラフと x軸の交点は,  

0)log)(log2( =- xxa , ax 2,0log =  

よって, aex 2,1= となり, 交点の x座標 21, xx は, 11 =x , aex 2
2 =  

また, 
x

xa
x

x
x
ax

)log(2log22)(
-=-=¢f  

これより , )( xf の増減は右表のようになり , 
aex = のとき )( xf は最大となる。その値は,  

222)( aaaaea =-×=f  

(2) )0,1(P1 における接線 1l は, a2)1( =¢f より, )1(2 -= xay ………① 

また, )0,(P 2
2

ae における接線 2l は, aa aee 22 2)( --=¢f より,  

axaeexaey aaa 22)(2 222 +-=--= -- ………② 

①②を連立すると, axaexa a 22)1(2 2 +-=- - より, 11 2 +-=- - xex a  
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(3) 1=a のとき, 2)log(log2)( xxx -=f , )0,1(P1 , 

)0,(P 2
2 e から, )( xy f= のグラフと x 軸で囲まれ

た図形の面積 Sは,  
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ここで, xt log= とおくと, tex = より,  
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［解 説］ 

微積分総合の基本問題です。捻りはまったくありません。 
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